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論の投 じた波紋は まだ静 まっておりませんOその こ'tは最近の物性研究の 日次






つ ぎi=よ_O強い発散があらわれ､ このSeriesは低鎧で発散 してしまいますO
このことは一休何を意味するのか､低温で何がおこるのか､･とい う所で意見が

















究が進むにつれてー講論はだんだん つ まっているようでもあ ります｡ もう三､
四ケ月もすれば､それぞれの立場か ら相当の成果が出ることも予想され ます｡
そ うした所で､ この問題に全･身 ひたった人か ら､高い所で眺めている人 まで集
っていただいて, じっ くりそれ らの成果 を検討しあうこ-とができれば､答にい
た る道の りをずい分 とちぢめることが出来るのではないか と思い ます0
これ までの研究会に比べ ると,相当 テーマはしぼ られ ておりますので､つつ
こんだこまかい議論 も可能だろうと予想 され ますo Lか し同時に､ この問題に
興味をもち_あるいは実際に手 を下して計算 し こいる研究者の数が多 くー中泉
漠の.研究会を開 きたいと思い ますO
開催時期 10月中旬～年末の うちの 3日.間
場 扉 基 研 16万円
参加人員 東京 ~10 名古畳 2 大阪 4
九大 1 京 都 若干
費 用 ‡旅費
校費 一印刷代 として 5000円
牡 話 人 名 大 理
長 岡 洋 介




Scbieffarの各氏 の仕事 を契機 として､大 きな伸展が この分野で行われ､
Landau,Abikosov,,Gorkov等のGreen 函数の方法の発展 と英に,原子
核か ら物性論全般に多捧問題的方法が深 く浸透 し大きな成果を上げつつありま
すが､現段階 で新しい革新的なaproach を探 り当てる為に､日本の各地 で多
体問題t物性論､核多捧問題の第-の研究者を集めて_討論ー検討することに
よってー今 ま七 の段階の反省と新 しい方法の摸索 にあたりたいと思 いますO
(2)福田信之 (事務 は宗田敏雄がお牡話 します)
(3)30-40名
(4)必要 な旅費額 は沢田克郎氏を中心 として開き朝永先生の出軒を期待 してお
りますのでー東京 を第一候補で_京都を第二候補 として開きたいと思っていま
すが､大捧 50万円を望んでいます｡
(5)必要な旅費は電子計算機の使 用は致 しませんのでー殆 んどい らないと思い
ます｡
(6)開催期間は一遇間ですo場所拭 く4)に上述 しましたO宜 しくお顕 い致 しま
す｡
宗 田 敏 雄
正一








めて､新 しい角度か ら京都大学 その他でも_ これか ら実験的研究が行われよ
うとしている段階 で､研一究連絡の必要も兼ねる｡
(2ラ研究者名 鳴 海 元 (広 大 理)




(工 ) 〔 非 物 性 関 係 〕
(l)研究テーマとその内容
S行 列 と そ の 内 容
S行列及び対称性とそれぞれについては_今までにも何度か研究会でとり上






ゆきたいo currenもalgebra とstaもicbootstrop eq.との問に
形式的類似があるようだが､ この辺の皿 ,も手がかりになるかも知れないo




nonet との対応も､もつとよく考 え通 して見る必要がありそうであるO又t
ZrぺJ後方散乱は､Nや Aをfixedspin とすると (少 くとも大きなve･rl,ex




























バ 高いeneg37の PTⅣ 散乱の分析
(2)代表著名













まえに計算機 ヰ賃金 として､ 50万円みとめ られ ましたo＼が既に東
大計算機の使用時間､ 工BM計算機の使用時間から推定しますと40万
円程使用しました｡











現在 CurrenもAユgebra を応用 した計算がさかんに行われているが､ この
ような仕事はこの夏位で方法の吟味ー結果の意味などーおちついて議論する研
究会 をもちたい0 日数は2- 3日C,
(2) 代襲者
佐 藤 岩 男 【東北大理 ) 大 貫 義 郎 (名 大 理 )
(3) 参加者数 約 10人
(4) 必要な旅費額 15万円
(5) 必要な枚牽 な し
(6) 研研場所 一応基節
(Ⅳ) 牡素粒子の時空記述 ,
壌案者 湯 川 秀 樹 高 林 武 彦
原 治 片 山 泰 久
趣旨
素粒子の内部自由度の起案､素粒 子論の内部矛盾 の問題をめ ぐって一葉恵子
を時空的な構造をもつ対象 として考えてい くとい う試みか､いろを､ろな面から
検討されて来 ている｡
現在 までの検討は､主として､この ような構造か ら､どうい う自由度の存在
が期待 出来 るかとい うことに集中されて釆たが､まだいろいろな問題が残 され
ている0 -万ではー これ らの構造 を成立させる背景 となる時空間の素領域 に分
けてい くとい う考えが有望になるようである｡他方では､ この ような素粒子の






参加人員 約 15名 一画の会合 (京都)
予算
10万円





(その結果はProg･Theor･Phys･空 (1963)236 に報告 した)
今回計画 していることはー上の形式を利用 して素粒子の時空的な構造を
研究することセある｡ 時に rOもator 採型や剛体模型に､っいての範巽を主
な目的にしているo
(2) 研究著名 江 夏 弘 (立食大､理工 )









鈴 木 増 感 : 4月 1日付東大理 ･物理久保研助手となる
-107-
